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　　［研究目的］

　介護職の離職率は平成19年度で24.0％と、他の職種と比較し高い水準であることが指摘されている。
今後も高い需要が見込まれている介護職であるが、人材不足の傾向が続いており、介護職の離職率を低
減する方策について検討する意義は大きい。
　佐賀県の介護職の離職率は平成19年度の調査では12.1%で、都道府県別で全国最低の水準である。
　本研究では、佐賀県内の介護職の意識調査と、全国の介護職の意識調査結果とを比較し、佐賀県内の
介護職の離職率が低い要因について考察した。

　　［研究方法］

（１）対象と方法

　介護労働安定センターが全国の介護職に実施した平成19年度介護施設雇用管理実態調査（以後全国調
査と言う）の調査項目を参考に、平成21年に実施した佐賀県内に勤務する介護職対し、無記名のアンケー
ト調査を行った。（以後佐賀県調査と言う）全国調査と佐賀県調査の比較分析を行い、佐賀県の介護職
の離職率が低い要因を考察する。

（２）調査項目

　調査項目は職業性ストレスに関する34項目、介護の仕事の感じ方12項目、退職したくない理由（自由
記述）、属性22項目などであり、質問紙による自記入式調査を行った。

（３）分析方法

　全国調査と佐賀県調査結果の比較を行い、離職率が低い原因を考察する。解析ソフトはSPSS.Ver17

を使用し、解析はχ2検定を行った
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[結果および考察]

　佐賀県調査の有効回答数は141、有効回答率は74.6%、であった。回答者の勤務場所を表1に示す。回
答者の男女比は、男性14％、女性80％であった。回答者の保有資格を表２に示す。年代は、20代、30代、
40代がそれぞれ25％、50代が8％、60代が２％であった。
　介護職の職場や仕事についてのストレス強度の全国調査と佐賀県調査結果の比較を図１～図３に示し
た。
　『労働条件』に関する項目で有意差が見られた項目は「仕事の割に賃金が低い」、「夜勤が多すぎる」
などの６項目である（図１参照）。
　『従事業務の量と質』に関する項目で有意差が見られたのは、「夜勤時に何か起こるのではないかと不
安がある」「その都度判断を求められて大変だ」の２項目である（図２参照）。
　『利用者との関係』に関する項目で有意差が見られたのは、「介護事故で利用者に怪我をさせてしまう
不安がある」「利用者同士の人間関係の調整が難しい」の２項目である（図２参照）。
　『勤務先や上司との関係』で有意差が見られたのは「将来性がない」の１項目である（図３参照）。
　『同僚との関係』で有意差が見られたのは

「ケアの考え方や方法について意見交換が不
十分である」「仕事上の意志疎通・連携がう
まくとれない」の２項目である（図３参照）。
　以上、有意差が見られた13項目は全て佐賀
県調査の方がストレス強度が低く、佐賀県の
介護職はこれらの項目にストレスを感じてい
る職員が少ないということが言える。
　この13項目で特に注目したいのは、「仕事
の割に賃金が安い」項目にストレスを感じて
いる割合が少ないということである。給与と

表１　調査回答者の勤務場所及び保有資格

図１　【介護職の職場や仕事についてのストレス強度】（佐賀県調査と全国調査の比較）
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図２　【介護職の職場や仕事についてのストレス強度】（佐賀県調査と全国調査の比較）

図３　【介護職の職場や仕事についてのストレス強度】（佐賀県調査と全国調査の比較）

離職率の関係については、一般企業の給与が低い地域ほど、介護職は一般企業への転職希望者が少なく
なり、その結果、離職率が低くなるのではないか。また、一般企業の給与が高い地域ほど、介護職から
一般企業に転職する介護職が多く、その結果離職率が高くなる事が考えられる。
　そこで、都道府県別の一般企業の平均給与と介護職の離職率の関係を表２に示した。佐賀県は離職率
が最低であり、一般企業の平均給与は都道府県別で低い方から12位、離職率２位の山形県は５位、離職
率３位の秋田県は７位、その他島根県、青森県、石川県においても一般企業の平均給与が低い地域は、
介護職の離職率が低いのではないかと考えられる。
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　一般企業の平均給与が高い都道府県と介護職の
離職率が高い都道府県の関連を表３に示す。
　介護職の離職率が５位の滋賀県は、一般企業の
平均給与が10位、介護職の離職率が９位の東京は、
一般企業の平均給与が１位、介護職の離職率が10
位の千葉県は、一般企業の平均給与が６位、介護
職の離職率が14位の愛知県は、一般企業の平均給
与が４位である。これらの地域では、一般企業の
平均給与が高く、介護職の離職率が高いと考えら
れる。
　次に、介護の仕事の感じ方12項目についての調
査結果を図４に示した。有意差が見られたのは、
図に示す10項目である。いずれも佐賀県の介護職
が仕事に対して肯定的にとらえていると言え、こ
のことが離職率を低くしている要因とも考えられ
る。
　佐賀県調査で退職をしない理由、自由記述欄に
記載された内容を図５に示した。記述があったの
は141名中45名であった。
　第１に多い理由は「対人関係」に関する事で、
対人関係が良好で、相談できる上司、同僚に恵ま
れていると言う内容である。対人関係と離職につ
いては他の文献においても多数取り上げられてい
る。

図４　介護の仕事の感じ方

表２　都道府県別一般企業の平均給与と
　　　介護職の離職率の比較（１）

表３　都道府県別一般企業の平均給与と
　　　介護職の離職率の比較（２）
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　第２の理由は、「休みが取りやすい」であった。
これは、自分自身の私用というよりは「子供が
病気になった時に急に休みを希望しなければな
らない時」などの理由での休みの取りやすさで
ある。介護職は女性が約８割であり、育児中の
職員も少なくない。
　第３に多い理由は「給与が高い」であった。
これは佐賀県内の一般企業と比較して介護職の
給与は低くないということが考えられる。
　第４以降の理由は「仕事が楽しく合っている」

「利用者のことが好き」「事業所、上司の理解が
ある」「自宅から近い」「年齢的に転職が難しい」

「介護福祉士の資格取得まで今の職場で働きたい」「不景気で他職種が不安定だから」と続く。

　　［まとめ］

　佐賀県の介護職の職場や仕事についてのストレス強度は、全国調査から比較すると34項目中13項目低
い。
佐賀県の介護職は全国調査と比較して、「介護の仕事の感じ方」について12項目中10項目について肯定
的に捉えている。
　佐賀県の介護職の現在の職場を辞めない理由は、①対人関係が良好、②休みが取りやすい、③給与が
高い、④仕事が楽しく合っている、の順である。
　佐賀県の介護職の離職率が低い理由は、一般企業平均給与が低い事も一つの要因であるが、仕事につ
いてのストレス強度は低く、仕事の感じ方は肯定的に捉える介護職が多い事に要因があるのではないか
と考える。

図５　退職をしない理由（自由記述欄）
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